
今月の表紙 スケートイベント ～元五輪選手にスケーティングを教わりました～

まちの話題 雪景色に映える手づくりの明かり アイスキャンドル点灯まつり開催

デュアルレースや人間ボウリングで熱戦 スキーイベント開催

温故知新

定年退職後は民生委員として地域に貢献

共和 熊谷千代見 さん

特 集 職員給与のあらまし



※カッコ内は、国家公務員の給与減額支給措置がない

ものとした場合の指数です。

期末手当給料月額等区 分

6月期

2.075月

分

12月期

2.225月

分

計

4.3月分

710,000円町 長
給

料

600,000円副町長

535,000円教育長

278,000円議 長
報

酬

222,000円副議長

199,000円常任委員長

183,000円議 員

平成29年平成28年平成27年平成26年平成25年

97.797.597.297.0
106.4

(98.2)

技 能 労 務 職一 般 行 政 職
区 分

平均年齢平均給料月額平均年齢平均給料月額

51.2歳345,600円41.8歳312,000円津 別 町

経 験 年 数
区 分

20年以上25年未満15年以上20年未満10年以上15年未満5年以上10年未満

361,900円326,400円282,700円232,400円大学卒一般
行政職 307,800円264,000円217,900円197,200円高校卒

317,000円－－－高校卒技能労務職

1人当た

り給与費

（B/A）

給 与 費
職
員
数（
Ａ
）

区 分
計（Ｂ）期末・勤勉手当職員手当給 料

588万円5億7,654万5千円1億4,452万6千円5,712万5千円3億7,489万4千円人
98平 成

28年度

589万円5億7,763万4千円1億4,709万1千円5,654万7千円3億7,399万6千円人
99平 成

29年度

人件費比率(Ｂ/Ａ）人件費（Ｂ）歳出総額（Ａ）区 分

15.6％9億3,429万円59億8,080万円平成28年度

役場職員の給与は、その職務に応じた給料と諸手当からなっており、国家公務員やほかの地方公

共団体などの給与との均衡などに考慮した上で決められ、町議会で議決された条例に基づき支給さ

れています。町では職員の給与などの状況について、町民の皆さんに対して、毎年、そのあらまし

を公表しています。

平成28年度決算の人件費は、町の

歳出総額の15.6％を占めています。

人件費とは、職員や特別職（町長、

副町長、議員、各種委員など）に支

給される給料や報酬のほか、使用者

が負担する健康保険や退職手当と

いった共済費なども含まれます。

給与費とは人件費の中の職員給与

と諸手当の合計です。この給与費の

平成29年度の一般会計における予算

状況は、合計で5億7,763万4千円。

内訳は表２のとおりとなっています。

特別職の給与・報酬൝

町長、副町長、教育長、議会議員

の給料月額等と期末手当の支給割

合は、表５のとおりです。

ラスパイレス指数

ラスパイレス指数とは、一般行政職の給与水準を比較するために

用いられる指数です。地方公共団体の一般行政職員の学歴別・経験

年数別の構成など国と同一と仮定し、国の平均給与額を100として

算出しています。津別町の推移については、表６のとおりです。な

お、平成25年については、国家公務員の給与減額支給措置のため、

高くなっています。

表１ 人件費の状況 （地方財政状況調査：普通会計）

※特別職に支給される給料、報酬などを含む。

表２ 職員給与費の状況 （一般会計当初予算、特別職を除く）

※職員手当は、退職手当、期末・勤勉手当を除いた諸手当の総額です。

表３ 職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況

給与実態調査（平成29年4月1日現在）

※－表示は該当者なし。

表４ 職員の平均給料月額と平均年齢の状況

給与実態調査（平成29年4月1日現在）

表５ 特別職の給料・報酬の状況

（平成29年4月1日現在）

表６ ラスパイレス指数（平成29年4月1日現在）

人 件 費

給 与 費

計

６ 級５ 級４ 級３ 級２ 級１ 級区 分

課 長

参 事

課 長

参 事

主 幹

主 査

主任技手

主任公務補

主 任

主任技手

主任公務補

主 事・技 師

保健師・公務補

技 手

主 事・技 師

保健師・公務補

技 手

標準的な

業務内容

108人8人11人37人26人5人21人職員数平成

28年度 100％7.4％10.2％34.3％24.1％4.6％19.4％構成比

108人10人10人36人24人11人17人職員数平成

29年度 100％9.3％9.3％33.3％22.2％10.2％15.7％構成比

決定初任給級・号棒区 分

179,200円1級25号棒大学卒一
般
行
政
職

159,800円1級15号棒短大卒

147,100円1級5号棒高校卒

職務加算勤 勉期 末区 分

有

0.85カ月分1.225カ月分6月津

別

町

0.85カ月分1.375カ月分12月

1.70カ月分2.6カ月分計

津 別 町 と 同 じ国

職員数（対前年増減数）区 分

平成27年平成28年平成29年部 門

2(0)2(0)2(0)議 会
一

般

行

政

部

門

26(－5)25(－1)26(+1)総務企画

5(0)5(0)5(0)税 務

16(+1)16(0)16(0)民 生

7(0)6(－1)6(0)衛 生

10(0)11(+1)11(0)農林水産

4(+1)5(+1)5(0)商 工

13(0)14(+1)13(－1)土 木

83(－3)84(+1)84(0)小 計

14(0)14(0)14(0)教 育
特
別
行

政
部
門

3(0)3(0)3(0)水 道公
営
企
業
等

会
計
部
門

1(0)1(0)1(0)下水道

6(0)6(0)6(0)その他

10(0)10(0)10(0)小 計

107(－3)108(+1)108(0)合 計

職員手当

職員数の状況

職員手当には、期末・勤

勉手当、扶養手当、住居手

当、通勤手当など、いろい

ろな種類があります。そ

のうち一番大きいものが、

民間の賞与に当たる期末・

勤勉手当です。町の職員

の場合は、あらゆる手当

の支給割合又は額が条例

で定められています。

主な職員手当の内容は

表７のとおりです。表７

以外にも通勤手当、特殊

勤務手当、管理職手当、寒

冷地手当などが支給され

ています。

平成29年４月１日現在

の職員数は、108人です。

これらの職員の部門別配

置は表９、また職務、職階

を表す級別の状況は表10

のとおりです。

なお、表9、表10の職

員数とは、地方公務員の

身分を持っている職員の

人数です。身分を持つ休

職者や派遣職員などは含

まれますが、臨時職員や

非常勤職員は除かれます。

★総務省から提供された共通様式による情報を、町のホームページで公開しています。

４月中に更新予定ですので、どうぞご覧ください。 津別町ホームページ http://www.town.tsubetsu.hokkaido.jp/

問い合わせ先 総務課庶務グループ

緯76－2151（内線208、224）

渦住居手当

※満15歳から22歳の子については、5,000円を加算する。

表７ 主な職員手当の内容

臼扶養手当 （平成29年４月１日現在）

○借家等の場合（家賃が12,000円を超えるものに限る）

家賃の額に応じて、27,000円を限度に支給する。

○自宅の場合 2,500円 (新築、購入後５年間に限り1,500円加算)

他の助成制度を受けている場合は1,900円

嘘期末・勤勉手当の年間支給割合

（平成29年4月1日現在）

※職務加算（５～15％、国は5～20％）

表８ 初任給の状況

（試験採用：平成29年4月1日現在）

表９ 部門別職員数の状況

（定員管理調査 各年4月1日：人）

表10 級別職員数の状況 （平成29年4月1日現在）

扶 養 親 族

世 帯 の 形 態 父母等第２子
以降

第１子配偶者
（父母等のうち1人のみ）

－6,500円8,000円8,000円10,000円配偶者がいる場合

－6,500円8,000円10,000円－子がいる場合配偶者が
いない場合 9,000円6,500円－－－子がいない場合



《
バ
ス
無
料
乗
車
券
》

北
見
バ
ス
用：
開
成
線
、
美
幌
線

（
平
成

年
度
も
男
女
別
で
色
分
け
し
、
バ

30

ス
無
料
乗
車
券
を
作
成
し
て
い
ま
す
）

対
象
者

陰

歳
以
上
の
方
（
昭
和

年
４
月
１
日
ま

70

23

で
に
生
ま
れ
た
方
）

隠

１
級
・
２
級
・
３
級
い
ず
れ
か
の
身
体
障

が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
（
寝
た
き
り

等
バ
ス
乗
車
が
不
可
能
な
方
は
除
き
ま
す
）

韻

療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方
（
A
判
定：

B

判
定
）

吋

精
神
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方

右

渦
・
嘘
・
唄
の
う
ち
、
ひ
と
り
で
バ
ス
に

乗
車
で
き
な
い
方
の
介
護
者
（
渦
は
第
１

種
の
方
、
嘘
は

歳
未
満
又
は
A
判
定
の

18

方
、
唄
は
１
級
の
方
）

申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑
（
代
理
申
請
の
場
合
は
、
代

理
者
の
印
鑑
が
必
要
で
す
）

申
請
日
程
・
場
所

⃈
３
月

日
（
月
）
は
下
記
の
場
所

26

と
時
間
で
行
い
ま
す
。

⃆
３
月

日
（
火
）
～
４
月

日
（
金
）
は
町
民

27

27

懇
談
室
（
議
会
議
事
堂
１
階
）、
５
月
１
日
（
火
）

以
降
は
役
場
福
祉
担
当
瓜
番
窓
口
で
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
福
祉
担
当

緯

室
2
1
5
1
（
内
線
2
3
３
）
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《
ラ
ン
プ
の
宿

森
つ
べ
つ

町
民
入
浴
優
待
券
（
全
町
民
）
》

対
象
者

全
町
民
（
３
歳
以
下
は
無
料
で
す
）

割
引
額
・
交
付
枚
数

大
人
（
中
学
生
以
上
／
通
常
６
０
０
円
）

３
０
０
円
の
割
引

小
人
（
４
歳
～
小
学
生
／
通
常
２
５
０
円
）

１
５
０
円
の
割
引

各
５
枚
交
付

交
付
に
必
要
な
も
の

印
鑑
（
持
参
忘
れ
の
場
合
は
、

交
付
で
き
ま
せ
ん
）

※
世
帯
員
で
あ
れ
ば
、
ど
な

た
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。

※
ご
親
戚
・
親
子
・
ご
近
所
等
の
方
に
頼
ま
れ

交
付
に
来
ら
れ
た
方
は
、
そ
の
方
の
印
鑑
が

必
要
で
す
（
持
参
忘
れ
の
場
合
は
、
交
付
で

き
ま
せ
ん
）。

交
付
日
程
・
場
所

⃈
３
月

日
（
月
）
は
下
記
の
場
所
と
時
間
で

26

行
い
ま
す
。

⃆
３
月

日
（
火
）
～
４
月

日
（
金
）
は
、
町

27

27

民
懇
談
室
（
議
会
議
事
堂
１
階
）
で
行
い
ま
す
。

５
月
１
日
（
火
）
以
降
の
交
付
に
つ
き
ま
し
て
は

広
報
４
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

緯

室
2
1
5
1
（
内
線
2
5
8
）

76

第
２
回

住
民
懇
談
会

３
月
下
旬
か
ら
４
月
中
旬

頃
の
開
催
を
目
指
し
ま
す

複
合
庁
舎
建
設
等
ま
ち
な
か
再

生
基
本
計
画
策
定
に
係
る
第
２
回

住
民
懇
談
会
の
日
程
に
つ
い
て
、

正
式
な
開
催
日
を
ご
案
内
で
き
ず

に
広
報
発
行
日
を
迎
え
て
し
ま
い

ま
し
た
こ
と
を
、
深
く
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
庁
舎
に
関
し
て
は
民
間

事
業
者
と
の
複
合
化
は
し
な
い
こ

と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
ち

な
か
再
生
全
体
に
係
る
、
ゾ
ー
ニ

ン
グ
を
は
じ
め
と
す
る
各
整
備
事

業
や
施
策
及
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

に
つ
い
て
、
詰
め
の
作
業
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

町
民
の
皆
様
に
お
示
し
で
き
る

ま
で
、
も
う
少
し
お
時
間
を
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
時
期
に
つ
き
ま
し
て
は
３
月

下
旬
か
ら
４
月
中
旬
頃
を
目
指
し

調
整
中
で
す
。

こ
れ
ら
作
業
の
遅
れ
か
ら
、
年

度
内
の
計
画
策
定
が
極
め
て
困
難

と
な
っ
て
お
り
、
概
要
版
配
布
や

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
も
含
め
次

年
度
と
な
る
こ
と
が
濃
厚
と
な
っ

て
い
ま
す
。

度
重
な
る
日
程
の
変
更
や
計
画

策
定
が
遅
延
し
て
い
ま
す
こ
と
、

重
ね
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
は
「
人
」、

津
別
を
愛
す
る
人
づ

く
り

ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
発
掘
と

育
成
と
し
て
、
筑
波
大
学
に
よ
る

津
別
高
校
と
の
高
大
連
携
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
平
成

年
度
か
ら
実

27

施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
、
ま
ち
の
再
生
・
活
性

化
に
つ
い
て
、
大
学
生
の
力
を
借

り
な
が
ら
、
高
校
生
が
、
若
者
視

点
の
ア
イ
デ
ア
を
ま
と
め
、
一
般

公
開
で
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
グ
ル
ー
プ

は
、
昨
年

月
に
筑
波
大
学
で
開

11

催
さ
れ
た
高
大
連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
お
い
て
、
多
く
の
参
加
者
の

前
で
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
の
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ

た
ア
イ
デ
ア
は
、
町
内
の
空
き
家

問
題
、
町
外
者
が
訪
れ
や
す
い
環

境
に
着
目
し
、
国
道
２
４
０
号
の

交
通
量
を
活
か
す
た
め
、
町
内
の

空
き
家
を
撤
去
後
、
大
型
車
で
も

停
め
や
す
い
駐
車
場
や
、
運
転
手

用
の
仮
眠
施
設
を
整
備
し
、
ま
ち

な
か
を
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
化
す
る

「
寄
り
た
く
な
る
町
サ
ー
ビ
ス
タ

ウ
ン
」
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
な
ど
か

ら
、
地
元
を
思
い
、
地
元
を
愛
す

る
人
を
増
や
し
、
ま
ち
づ
く
り
を

多
く
の
方
と
考
え
て
い
け
る
環
境

づ
く
り
も
進
め
て
い
ま
す
。

障
が
い
者
、
生
活
困

窮
者
（
ひ
き
こ
も
り
者
等
）

支
援
事
業
に
つ
い
て

一
般
に
「
地
方
創
生
」
と
い
え

ば
、
地
方
へ
の
人
の
流
れ
を
つ
く

る
こ
と
や
、
移
住
者
の
増
加
策
な

ど
、
地
域
を
盛
り
上
げ
る
取
り
組

み
に
目
が
行
き
が
ち
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
障
が
い
者
、

ひ
き
こ
も
り
者
支
援
は
「
地
方
創

生
？
」
と
疑
問
視
さ
れ
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
、
本
町
で
は
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
創
る

こ
と
も
「
地
方
創
生
」
と
し
て
、

こ
の
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
状
況
と
し
て
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
が
事
業
主
体
と
な

り
、
障
が
い
者
、
ひ
き
こ
も
り
者

が
社
会
へ
出
る
一
歩
目
と
し
て
利

用
し
て
い
た
だ
く
「
居
場
所
」
を

運
営
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
居
場

所
」
利
用
者
等
の
次
の
ス
テ
ッ
プ

と
し
て
「
働
く
場
」
を
創
る
た
め

に
、
町
内
の
困
り
事
や
求
人
情
報

の
募
集
・
掲
示
を
、
さ
ん
さ
ん
館
カ

フ
ェ
に
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課

地
方
創
生
推
進
グ
ル
ー
プ

緯

室
2
1
5
1（
内
線
２
４
１
）

76

e-m
a
il：

tsu
b
etsu
.so
u
sei@

g
m
a
il.co
m

変変
化
の
ス
ピ
ー
ド

変
化
の
ス
ピ
ー
ド
にに

つ
い
て
い

つ
い
て
い
くく

地
方
創
生
の
切
り
札
Ｄ
Ｍ

地
方
創
生
の
切
り
札
Ｄ
Ｍ
ＯＯ

や
Ｄ
Ｍ
Ｃ
を
官
民
協
働
ベ

や
Ｄ
Ｍ
Ｃ
を
官
民
協
働
ベ
ンン

チ
ャ
ー
で
始
動
さ
せ
、
イ

チ
ャ
ー
で
始
動
さ
せ
、
イ
ンン

バ
ウ
ン
ド
増
加
を
目
指
し

バ
ウ
ン
ド
増
加
を
目
指
し
、、

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
配
置

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
配
置
。。

更
に
働
き
手
の
確
保
も
Ｃ

更
に
働
き
手
の
確
保
も
Ｃ
ＣＣ

Ｒ
Ｃ
を
実
践
し
、
町
に
イ

Ｒ
Ｃ
を
実
践
し
、
町
に
イ
ノノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起
す

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起
す
……

地
方
創
生
等
ま
ち
づ
く

地
方
創
生
等
ま
ち
づ
く
りり

に
関
す
る
専
門
紙
や
イ

に
関
す
る
専
門
紙
や
イ
ンン

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
に
は

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
に
は
普普

段
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
が

段
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
が
飛飛

び
交
っ
て
い
ま
す

び
交
っ
て
い
ま
す
。。

「
地
方
の
小
さ
な
町
に
は

「
地
方
の
小
さ
な
町
に
は
関関

係
の
な
い
こ
と
…
」
で
は
済

係
の
な
い
こ
と
…
」
で
は
済
まま

さ
れ
な
い
「
自
治
体
間
競
争

さ
れ
な
い
「
自
治
体
間
競
争
」」

が
今
、
正
に
巻
き
起
こ
っ

が
今
、
正
に
巻
き
起
こ
っ
てて

お
り
、
時
代
を
読
ん
だ
攻

お
り
、
時
代
を
読
ん
だ
攻
めめ

の
政
策
が
、
求
め
ら
れ
る

の
政
策
が
、
求
め
ら
れ
る
時時

勢
に
突
入
し
て
い
ま
す

勢
に
突
入
し
て
い
ま
す
。。

気
に
な
る
用
語
説
明
陰

こ
の
欄
で
は
、「
地
方
創

生
」
や
「
ま
ち
づ
く
り
」
に

関
す
る
テ
レ
ビ
等
で
目
に
す

る
用
語
に
つ
い
て
、
順
次
説

明
し
て
い
き
ま
す
。

【

イ
ン
バ
ウ
ン
ド

】

外
か
ら
中
へ
入
り
込
む
こ

と
。
現
在
、
一
般
的
に
外
国

人
の
訪
日
旅
行
の
意
味
で
使

わ
れ
る
。
対
義
語
は
、
日
本

か
ら
海
外
旅
行
を
指
す
ア
ウ

ト
バ
ウ
ン
ド
。

౷༷஻୆
͈
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高
大
連
携
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
様
子



本
年
４
月
事
業
開
始
を
目
指
す
生
活
支
援
サ

ポ
ー
ト
事
業
は
、
高
齢
化
率
が
高
い
津
別
町
に

あ
っ
て
、
住
民
同
士
の
支
え
合
い
に
よ
る
新
た

な
事
業
で
す
。

平
成

年
の
介
護
保
険
法
改
正
で
、
要
支
援

26

１
・
２
な
ど
軽
度
介
護
者
の
訪
問
介
護
・
通
所

介
護
サ
ー
ビ
ス
が
市
町
村
事
業
に
な
っ
た
の
に

伴
い
、
今
ま
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
行
っ
て
い

た
家
事
支
援
の
一
部
を
、
規
定
の
研
修
を
受
講

し
た
住
民
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
行
う
事
業
で
す
。

利
用
す
る
に
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
相
談
、

分
1
0
0
円
の
チ
ケ
ッ
ト
購
入

30

こ
の
事
業
を
利
用
で
き
る
方
は
、

歳
以
上

65

の
高
齢
者
で
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
が
認
定
を
し
た
方
で
す
。

利
用
す
る
方
は
、

分
１
０
０
円
の
チ
ケ
ッ

30

ト
を
購
入
し
、
支
援
を
受
け
た
と
き
に
チ
ケ
ッ

ト
を
渡
し
ま
す
。

支
援
し
た
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、

分
１
０
０
円

30

の
ス
タ
ン
プ
が
付
与
さ
れ
、
そ
の
活
動
に
応
じ

て
、
後
日
商
品
券
に
交
換
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

《
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
》

陰
ご
み
の
分
別
、
ご
み
出
し

隠
調
理
及
び
配
膳

韻
室
内
等
清
掃

吋
洗
濯
物
干
し
、
片
付
け

右
買
い
物
同
行
及
び
代
行

宇
通
院
の
付
添
い

烏
話
し
相
手

羽
そ
の
他
町
長
が
適
当
と
認
め
た
活
動

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
１
週
間
に
１
回
程
度
で
、

１
回
の
利
用
が
１
時
間
以
内
の
サ
ー
ビ
ス
と
な

り
ま
す
。

《
支
援
チ
ケ
ッ
ト
の
交
付
》

津
別
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
４
月
２
日（
月
）

か
ら
行
い
ま
す
（
平
日
8
時

分
～

時
）。

30

17

チ
ケ
ッ
ト
１
枚
５
０
０
円
で

分
の
支
援
が

30

５
回
分
使
え
ま
す
。

問い合わせ先 住民企画課 企画グループ 緯76－2151（内線215）

ママ・パパ必見！ 津別町の子育て情報
～未就学児童編～

現在インターネットで公開中！ 町のHPをご覧ください

津別町の子育ての良い所、困った所をママさんに直撃！ 様々な子育て支援を行う津別町ですが、その基

幹になるのが町内で唯一の幼保一体型こども園「こどもの杜」。千葉県から移住してきた立川さん一家の長女、

灯（あかり）ちゃんに密着して、こども園、子

育て支援センターをご紹介します。

《取材希望企業・飲食店・生産者募集!!詳しくは役場住民企画課まで》

この番組は、津別町の今を映像で定期的に発信

（月1回）することで、町民の町づくりへの参加促進、

移住・定住の促進、ふるさと納税の拡大を図り、町

づくりの記録を残すことで、10年後20年後の町民

への財産とします。完成した映像は、町のWebサ

イトに埋め込まれる他、道東テレビでも公開いた

します。

※この番組は、ふるさと納税の寄附金により制作しています。

ĳ0඾࠮ྀ
ごͧࢵ૧

ల

ٝ
ĲĲ

職職員がレポ職員がレポーー
ターに挑ターに挑戦戦

■募集期間 平成30年３月１日（木）～平成30年３月３0日（金）

■対象事業及び補助額

□人づくり活動支援事業…町民が国内外で研修する事業

○補助額…補助対象経費の１/２以内（ 限度額：国内８万円、国外20万円）

□まちづくり活動支援事業…町内の団体が既存の活動の拡充となる自主的なまちづくり活動を行う事業

（過去に申請した団体でも別事業での申請が可能になりました）

○補助額…補助対象経費の総額以内（限度額：100万円 下限額：５万円）

※補助対象外経費でも審査委員会で認められたものについては対象経費となります。

■事業の承認

申請者は、必要書類提出後、審査会において審査委員に事業概要等を説明していただきます（プレゼン

テーション）。そこでの審査の結果、事業が採択されます。

町では、「津別町人づくり・まちづくり活動支援事業」として、産業、福祉、芸術文化、スポーツ、

コミュニティー活動など様々な分野で地域の活性化を図ることを目的に、まちづくりのリーダーの

育成及び町民の自主的なまちづくり活動を支援しています。

申請及び問い合わせ先 住民企画課 企画グループ 緯76－ 2151（内線215）

参考（平成２9年度に採択された事業）

《人づくり事業》自社ブランド世界進出に向けての海外展示視察

《まちづくり事業》町民による映像発信プロジェクト、発達凸凹は発達しますプロジェクト、「森林セラピー基地

“ノンノの森”」活性化事業、相生原人祭2017、津別野外音楽祭2017プロジェクト

高
齢
者
の
生
活
を
助
け
る

生
活
支
援
サ
ポ
ー
ト
事
業
が
始
ま
り
ま
す
！

生
活
支
援
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、
住
民
同
士
の
支
え
合
い
の
町
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
た
め
、
養
成
研
修
を
受
講
し
た
住
民
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
、

分
か
ら
１
時
間
以
内
で

30

支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
世
帯
を
訪
問
し
、
室
内
の
清
掃
や
調
理
、
ゴ
ミ
出
し
、
洗
濯

物
干
し
な
ど
の
生
活
支
援
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

今
年
４
月
か
ら
事
業
を
開
始
し
、
支
援
チ
ケ
ッ
ト
の
交
付
手
続
き
な
ど
行
っ
て
い

き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

΍ ε Ȝ Π ম ު ͈ ၠ ͦ
町地域包括支援センター（新規・要支援者・一般等）

居宅介護支援事業所
陰利用の相談

利 用 者

利用希望者の身

体・精神的状況

を考慮し、対象

者として決定

利用対象者は65

歳以上の高齢者で、

生活支援サービス

の利用が必要な方

⇒主に軽度介護者

を想定

町から利用対

象者の情報の

もと、生活支

援サポーター

とマッチング

の業務を担当

社会福祉協議会

１
日
２
時
間
×
２
日

の
養
成
研
修
修
了
者

生活支援サポーター

生活支援サービ

スは30分～１時

間以内とし、身

体介助は含まな

い家事支援

問い合わせ先 役場保健福祉課（介護保険担当）緯76－2151、津別町社会福祉協議会 緯76－1161

社協は、利用チ

ケットの販売、活

動スタンプの運

営管理を担当 生活支援サポー

ターが活動したポ

イントは、年２回

商品券に交換。活

動の上限はなし。

調査・決定

隠
利
用
決
定
連
絡

実
績
報
告

距チケットを渡し「活動スタンプ押印」

吋利用者とサポーターの調整

韻
生活支援サービ

スの依頼

虚
チケット

購入（
1,0

00
円／

5時
間分）

右
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

許
チ
ケ
ッ
ト
交
付

（要介護認定者）

町から事業受託

⃊⃊

⃊⃊

⃊⃊

⃊⃊

⃊⃊

⃊

⃊⃊

⃌

⃌

⃊⃊



み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

1
月

日
～

日
、
東
武
池

18

23

袋
店
「
冬
の
大
北
海
道
展
」
で

ク
マ
ヤ
キ
を
販
売
し
て
き
ま
し

た
。
今
年
で
3
回
目
の
出
店
と

な
り
ま
す
。
今
回
は
1
人
5
個

ま
で
の
販
売
制
限
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
連
日
30

分
待
ち
の
列
と
な

り
、
毎
日
2
0
0
0

個
以
上
の
販
売
と

な
り
ま
し
た
。

今
回
は
お
客
様

が
待
っ
て
い
る
列

の
途
中
で
、
つ
な
ぐ

通
信
や
津
別
町
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
一
緒
に
津
別

町
の
動
画
も
放
映
。
お
客
様
に

津
別
町
が
ど
う
い
っ
た
場
所
な

の
か
も
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
の
も

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
は
販
売
を
担
当
す
る
機
会

が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の

際
に
も
待
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
お
客
様
か
ら
道
の
駅
の
こ
と

や
津
別
町
の
こ
と
を
質
問
さ
れ

る
機
会
も
あ
り
、「
今
度
行
っ
て

み
ま
す
！
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

く
だ
さ
る
方
々
も
い
ま
し
た
。

ま
た
今
回
の
出
店
に
も
、

様
々
な
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
な

く
し
て
は
今
回
の

出
店
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
の

場
を
お
か
り
し
て

お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

今
後
も
ク
マ
ヤ
キ
を
通
し
て
、

様
々
な
場
で
津
別
町
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い

ま
す
。

み
な
さ
ん
、
新
た
な
ク
マ
ヤ

キ
グ
ッ
ズ
も
発
売
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
道
の
駅
に
も
足

を
お
運
び
く
だ
さ
い
♪

「
冬
の
大
北
海
道
展
」

に
ク
マ
ヤ
キ
が
出
店

し
ま
し
た
！

平成28年４月から「道の駅あいお
い」勤務。群馬県出身。みんなから
は「まるちゃん」と呼ばれています。

都丸 雅都丸 雅子子

冬
を
楽
し
む
恒
例
イ
ベ
ン
ト
『
第
７
回
つ
べ
つ

ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
点
灯
ま
つ
り
』
が
、
２
月
3

日
、
さ
ん
さ
ん
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

手
づ
く
り
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
の
幻
想
的
な
明

か
り
が
オ
ー
プ
ン
デ
ッ
キ
を
彩
り
、
雪
の
滑
り
台

か
ら
は
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
聞
こ
え
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
屋
台
や
カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
で

は
温
か
い
食
べ
物
、
ド
リ
ン
ク
の
販
売
や
無
料
提

供
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

多
目
的
ホ
ー
ル
で
は
、
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
を

背
景
に
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
や
津
別
、
北
見
な
ど
の
音
楽
愛

好
サ
ー
ク
ル
の
生
演
奏
が
訪
れ
た
人
を
楽
し
ま
せ

ま
し
た
。

雪
景
色
に
映
え
る
手
づ
く
り
の
明
か
り

ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
点
灯
ま
つ
り
開
催

２
月
4
日
、
親
子
で
雪
に
親
し
む
ス
キ
ー
イ
ベ

ン
ト
が
、
共
和
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

元
冬
季
五
輪
ア
ル
ペ
ン
競
技
代
表
の
川
端
絵
美

さ
ん
に
よ
る
、
幼
児
か
ら
中
学
生
対
象
の
ス
キ
ー

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
や
、
旗
門
が
設
置
さ
れ

た
コ
ー
ス
を
二
人
同
時
に
滑
走
す
る
デ
ュ
ア
ル

レ
ー
ス
な
ど
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
参

加
者
は
冬
の
一
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

雪
上
ゲ
ー
ム
の
新
・
交
流
企
画
『
人
間
ボ
ウ
リ

ン
グ
』
は
、
親
子
・
友
だ
ち
等
の
ペ
ア
が
ソ
リ
で

斜
面
を
滑
り
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
ピ
ン
に
見
立
て
た
カ

ラ
ー
コ
ー
ン
を
倒
す
ゲ
ー
ム
で
、
ピ
ン
が
倒
れ
る

た
び
に
会
場
か
ら
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
、

デ
ュ
ア
ル
レ
ー
ス
や
人
間
ボ
ウ
リ
ン
グ
で
熱
戦

ス
キ
ー
イ
ベ
ン
ト
開
催

ス
ケ
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
が
、
１
月

日
、
町
民
ス
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ケ
ー
ト
リ
ン
ク
（
津
別
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
で
開
催

さ
れ
、
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の

参
加
者
が
、
ス
ピ
ー
ド
競
技
個
人
種
目
や
チ
ー
ム

対
抗
リ
レ
ー
に
出
場
し
ま
し
た
。

今
年
は
北
海
道
と
の
共
催
に
よ
る
『
ス
ポ
ー
ツ

チ
ャ
レ
ン
ジ
教

室
』
も
開
か
れ
、

競
技
の
前
に
子

ど
も
た
ち
が
、

サ
ラ
エ
ボ
五
輪

出
場
の
鈴
木
靖

さ
ん
と
バ
ン
ク

バ
ー
五
輪
出
場

の
土
井
槙
悟
さ

ん
か
ら
ス
ケ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
指

導
を
受
け
ま
し

た
。

元
五
輪
選
手
の
ス
ケ
ー
ト
指
導
も

ス
ケ
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
開
催

１
月

日
、
千
葉
県
船
橋
市
の
農
業
・
高
橋
幸

３１

雄
さ
ん
か
ら
町
に
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

株
（
約

茜
）

２５

10

の
寄
贈
が
あ
り
、
学
校
給
食
の
サ
ラ
ダ
に
利
用
さ

れ
ま
し
た
。

青
少
年
交
流
事
業
等
で
つ
な
が
り
の
深
い
船
橋

市
に
お
い
て
、
昨
年

月
に
開
催
さ
れ
た
『
第

１１

５０

回
船
橋
市
農
水
産
祭
農
産
品
品
評
会
』
に
、
町
と

津
別
町
農
業
協
同
組
合
が
特
別
賞
を
提
供
。
高
橋

さ
ん
出
品
の
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
が
、

『
北
海
道
津
別
町

長
賞
』
を
受
賞
し

た
こ
と
か
ら
、

今
回
の
寄
贈
と

な
り
ま
し
た
。

船
橋
市
農
水
産
祭「
津
別
町
長
賞
」受
賞
の

高
橋
さ
ん
か
ら
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
寄
贈

学
校
給
食
の
サ
ラ
ダ
に
利
用
さ
れ
ま
し
た

▲

寄
贈
さ
れ
た
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
の
一
部
を
手
に
す
る
宮

管
教
育
長

▲
生
産
者
の
高
橋
幸
雄
さ
ん

車
両
火
災
が
発
生
し
た
際
に
、
初

期
消
火
を
実
施
し
た
と
し
て
、
２
月

５
日
、
津
別
消
防
署
で
東
３
条
の
柳

瀬
長
博
さ
ん
（
有
限
会
社
柳
瀬
食
品

店
代
表
取
締
役
）
に
、
美
幌
・
津
別

広
域
事
務
組
合
消
防
長
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

柳
瀬
さ
ん
は
、
昨
年

月

日
に

１２

１９

町
内
で
発
生
し
た
車
両
火
災
に
対
し
、

自
分
の
所
有
す
る
店
舗
か
ら
消
火
器

を
持
ち
出
し
て
初
期
消
火
を
実
施
。

爆
発
す
る
危
険
も
あ
る
中
、
迅
速
・

冷
静
で
勇
気
の
あ
る
行
動
に
よ
り
、

被
害
の
拡
大
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
た
。

車
両
火
災
発
生
時
に
初
期
消
火
を
行
い
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ

東
３
条
の
柳
瀬
さ
ん
に
消
防
長
感
謝
状
を
贈
呈

▲左から津別消防署・笠川署長、柳瀬さん、美幌・津別広

域事務組合消防本部・志賀次長、同・中村消防長

《国税専門官募集のお知らせ》

札幌国税局では、国税局や税務署において、税のスペ

シャリストとして活躍する国税専門官を募集していま

す。平成30年度の採用試験の概要は、次のとおりです。

受験資格

臼昭和63年4月2日から平成9年4月1日生まれの者

渦平成9年4月2日以降生まれの者で大学を卒業する見

込みの者など別に定める者

申込受付期間

申込みはインターネットにより行ってください。

3月30日（金）午前9時～4月11（水）[受信有効]

〈申込専用アドレス〉

http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html

第１次試験 6月10日（日）

第２次試験 7月12日（木）～19日（木）の指定する日

問い合わせ先 札幌国税局人事第2課採用担当

緯011－231－50１1（内線2315）

網走税務署総務課 緯０１５２－43－２１８１（内線22）



野菜を食べよう、1日350ｇ！

野菜を知ろう：先月の野菜は切干大根でした。

今月の野菜は桃の節句のころに出てきます。北海道で

はなじみが薄いですが、油を採油する品種もあり、ビタ

ミンＡやカルシウム、ビタミンＣが豊富です。花が咲く

と苦味が出るので、つぼみの時に食べる野菜は？

複
数
戸
法
人
・
有
限
会
社
お
ん
ね

フ
ァ
ー
ム
に
就
農
し
て
２
年
目
の
西
原
浩

一
郎
さ
ん
。
昨
年

月
に
開
催
さ
れ
た
第

１２

回
全
道
Ｊ
Ａ
青
年
部
大
会
『
青
年
の
主

66張
発
表
会
』で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
今
年

１
月
、
山
形
県
で
開
か
れ
た
東
北
・
北
海
道

地
区
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
全
国
大
会

に
は
届
か
な
か
っ
た
も
の
の
、
北
海
道
の

農
業
青
年
を
代
表
し
て
、
農
業
へ
の
希
望

と
熱
い
思
い
を
堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。

恩
根
の
農
家
に
生
ま
れ
た
西
原
さ
ん
は
、

北
見
緑
陵
高
等
学
校
か
ら
農
業
後
継
者
を

志
し
帯
広
畜
産
大
学
に
進
学
。
大
学
卒
業

後
は
、
父
親
ら
恩
根
地
区
６
戸
の
農
家
が

設
立
し
た
恩
根
フ
ァ
ー
ム
で
汗
を
流
し
て

い
ま
す
。

就
農
後
の
２
年
を
振
り
返
り
「
１
年
目

は
何
を
や
れ
ば
よ
い
か
も
分
か
ら
な
い
状

態
で
し
た
が
、
２
年
目
か
ら
は
仕
事
に
も

慣
れ
作
業
の
流
れ
が
理
解
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
農
業
に
正
解
は
な
い
と
い

わ
れ
ま
す
が
、
よ
り
広
い
視
野
で
、
品
質

の
良
い
作
物
生
産
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま

す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
つ
べ
つ
青
年
部
の
仲
間

と
共
に
、
消
費
者
の
方
に
も
っ
と
農
業
を

知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
活
動
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

全
道
Ｊ
Ａ
青
年
部
大
会
『
青
年
の
主
張
発
表
会
』
で
最
優
秀
賞
受
賞

西
原

浩
一
郎

さ
ん

にしはら こういちろうさん／平成５年12月生まれ、

有限会社おんねファーム勤務

がん予防の食事
今や、２人に１人ががんになるとい

われています。がん予防の食品として

は、野菜や果物の摂取を不足させない

ことがいわれています。

栄養素としてはビタミン、カロテノイドが有効とされてい

ます。野菜の摂取目標は１人当たり３５０扱ですが、平成28年

の国民健康・栄養調査によると３５０扱に達している年代はあり

ません。野菜の小鉢をあと１品食べることを意識しましょう。

《がん予防で意識したいのは》

陰食事はバランスよく、野菜や果物も摂る

隠食塩の摂取は少なくする

韻飲食物を熱い状態で摂らない

達美、活汲にお住まいのみなさまで、これ

まで生活排水を処理するために農業集落排水

施設をご利用いただいている方は、下水道管

理センターにつながる汚水管の工事完了にと

もない、平成30年4月1日より公共下水道

をご利用いただくことになります。

なお、現在集落排水施設をご利用中のみな

さまが、引き続き公共下水道をご利用してい

ただくにあたって、必要な手続はありません。

また、月額の使用料金につきましても、基

本料金1,852円（10逢まで）、超過料金185

円（1逢あたり）で、これまでと同様の料金

でご利用いただけます。

なお、ご不明な点がございましたら担当ま

でお問い合わせください。

問い合わせ先

建設課水道グループ

緯76－2151（内線253、254）

「
お
か
げ
さ
ま
で
、
在
職
中
も
定

年
退
職
後
も
、
素
晴
ら
し
い
先
輩
や

仲
間
た
ち
と
交
流
を
持
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
熊

谷
千
代
見
さ
ん
。
丸
玉
木
材
株
式

会
社
の
社
員
を

歳
の
定
年
ま
で

60

勤
め
上
げ
、
退
職
後
の
セ
カ
ン
ド
ラ

イ
フ
は
、
町
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
と
し
て
、

年
に
わ
た
り
地
域
福

15

祉
の
充
実
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
岡
の
畑
作
農
家
に
生
ま
れ
た

熊
谷
さ
ん
は
、
東
岡
小
中
学
校
を
卒

業
す
る
と
家
業
を
手
伝
い
ま
す
。

そ
の
後
、

歳
の
と
き
に
丸
玉
木
材

22

に
就
職
し
、
様
々
な
部
署
で
仕
事
に

励
み
ま
す
。

昭
和

年
代
の
高
度
経
済
成
長

30

期
か
ら
平
成
に
い
た
る
ま
で
、
合
理

化
、
機
械
化
に
よ
る
生
産
技
術
の
向

上
は
日
進
月
歩
で
し
た
。
新
工
場

や
設
備
が
稼
動
す
る
た
び
に
新
た

な
部
署
へ
の
異
動
を
命
じ
ら
れ
る

こ
と
が
多
く
、
時
代
の
流
れ
や
技
術

の
進
化
を
現
場
で
見
て
き
ま
し
た
。

違
う
環
境
で
仕
事
を
覚
え
る
の
は

大
変
で
し
た
が
、
や
り
甲
斐
も
あ
り

ま
し
た
。

民
生
委
員
と
し
て
の
活
動
を
始

め
て
か
ら
意
識
し
た
の
は
『
見
守

り
』
の
大
切
さ
で
す
。
担
当
地
区
を

歩
く
際
に
、
お
年
寄
り
宅
な
ど
の
夕

暮
れ
後
の
室
内
点
灯
の
有
無
な
ど
、

些
細
な
変
化
に
気
を
配
る
よ
う
心

が
け
ま
し
た
。
以
前
よ
り
一
人
暮

ら
し
の
お
年
寄
り
が
増
え
た
こ
と

も
あ
り
、
ま
す
ま
す
地
域
で
の
見
守

り
の
重
要
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

「

年
も
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、

15

先
輩
た
ち
か
ら
良
き
ア
ド
バ
イ
ス

を
頂
い
た
り
、
交
流
会
な
ど
で
本
音

で
話
し
合
え
る
機
会
が
あ
っ
た
お

か
げ
で
す
。
多
く
の
仲
間
と
知
り

合
う
こ
と
も
で
き
て
感
謝
し
て
い

ま
す
」
と
、
熊
谷
さ
ん
は
こ
れ
ま
で

の
民
生
委
員
活
動
を
振
り
返
り
ま

す
。趣

味
は
写
真
撮
影
。
若
い
こ
ろ

は
、
結
婚
披
露
宴
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真

を
頼
ま
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
そ

う
で
、
こ
れ
か
ら
も
機
会
を
見
つ
け

て
撮
影
を
楽
し
み
た
い
そ
う
で
す
。

所
得
税
の
申
告
と
納
税
の
期
限
が
３
月

日
（
木
）、
消
費
税
（
個
人
事
業
者
）
の

１５申
告
と
納
税
の
期
限
が
４
月
２
日
（
月
）
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
所
得
税
の

確
定
申
告
は
期
限
近
く
に
な
る
と
混
雑
し
、

長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
振
替
納
税
を
利
用
し
て
い
る
方

は
、
所
得
税
は
４
月

日
（
金
）、
消
費
税

２０

は
４
月

日
（
水
）
に
、
登
録
口
座
か
ら
引

２５

落
し
に
な
り
ま
す
。

新
規
で
振
替
納
税
を
利
用
し
た
い
方
は
、

役
場
税
務
収
納
グ
ル
ー
プ
蔚
番
窓
口
で
、

口
座
振
替
依
頼
書
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す

の
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

町
税
の
未
納
は
あ
り
ま
せ
ん
か

町
税
を
未
納
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
、

本
税
の
ほ
か
に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

未
納
の
税
金
が
な
い
か
お
確
か
め
の
上
、

未
納
分
は
早
急
に
納
付
願
い
ま
す
。

ま
た
、
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
放
置
せ

ず
収
納
担
当
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課
税
務
収
納
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１

76
税
務
担
当（
内
線

２
２
０
、
２
２
１
）

収
納
担
当（
内
線

2
1
8
）

所
得
税
及
び
消
費
税
（
個

人
事
業
者
）
の
確
定
申
告

期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す

くまがい ちよみさん／昭和17年10月、津別町生まれ

／ 75歳／共和在住

さ
ん

熊
谷

千
代
見

定
年
退
職
後
は
民
生
委

員
と
し
て
地
域
に
貢
献

【479】

農業集落排水をご利用の
みなさまへ



自
動
車
税
は
、
4
月
1
日
現
在

の
登
録
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
る

税
金
で
す
。
引
っ
越
し
で
住
所
が

変
わ
っ
た
と
き
な
ど
は
、
運
輸
支

局
で
変
更
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

次
の
場
合
は
運
輸
支
局
で
登
録

手
続
き
が
必
要
で
す
。

・
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
（
変
更

登
録
）

・
自
動
車
を
売
買
し
た
と
き
（
移

転
登
録
）

・
自
動
車
を
使
用
し
な
く
な
っ
た

と
き
（
抹
消
登
録
）

※
3
月
末
日
ま
で
に
抹
消
又
は
移

転
の
登
録
が
さ
れ
な
い
場
合
、
平

成

年
度
も
自
動
車
税
が
課
税
さ

30
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

変
更
登
録
に
つ
い
て
は
、
平
成
30

年
度
の
自
動
車
税
納
税
通
知
書
を

確
実
に
お
届
け
す
る
た
め
に
、
3

月
中
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
変
更
登
録
が
間
に
合
わ
な
い
と

き
は
…
】

札
幌
道
税
事
務
所
に
ご
連
絡
い

た
だ
く
か
、
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
自
動
車
税
の
住
所
変
更
手
続

き
が
可
能
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

緯
０
１
１
室
７
４
６
室
１
１
９
７

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
で
町
内
に
登
録
さ
れ
て
い

る
、
軽
自
動
車
・
二
輪
・
原
付
自

転
車
・
小
型
特
殊
自
動
車
等
を
お

持
ち
の
方
に
納
め
て
い
た
だ
く
町

税
で
す
。

軽
自
動
車
税
の
か
か
る
車
を
廃

車
・
売
買
・
譲
渡
等
に
よ
り
所
有

し
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
抹
消
・

移
転
の
登
録
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。原

付
自
転
車
・
小
型
特
殊
自
動

車
は
津
別
町
役
場
蔚
番
窓
口
で
、

軽
自
動
車
は
北
見
地
区
軽
自
動
車

協
会
で
、
二
輪
は
軽
自
動
車
協
会

も
し
く
は
運
輸
支
局
で
登
録
で
き

ま
す
。

平
成

年
３
月

日
ま
で
に

30

３１

抹
消
ま
た
は
移
転
の
登
録
が
さ

れ
な
い
場
合
、
平
成

年
度
の
軽

30

自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

・
住
民
企
画
課
税
務
収
納
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１（
内
線
２
２
０
）

７６

・
北
見
地
区
軽
自
動
車
協
会

（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）

緯
０
５
０
室
３
８
１
６
室
１
７

６
９

・
北
見
運
輸
支
局

緯
０
１
５
７
室

室
７
５
８
１

２４

平成30年3月31日で有効期限が切れます！

更新期間 3月12日～3月30日まで

更新が必要な方 津別町外に転出して通学する方

更新に必要な物 保険証、印鑑、世帯主と本人のマイナンバー

カード又は通知カード、窓口に来られる方の免許証などの身

分証明証、4月以降新学年の在学証明書（最初に保険証を更新し

ていただき、後日学校等よりお取り寄せの上、提出をお願いします）

更新窓口 役場保健福祉課国保担当（１階厩番窓口）

※次の方も手続きが必要です

・卒業後も国保の方（必要な物：印鑑）

・社会保険に加入した方（必要な物：新しい社会保険の

保険証または加入していることがわかる証明書、印鑑、

世帯主と本人のマイナンバー通知カード、窓口に来ら

れる方の免許証などの身分証明証）

問い合わせ先 保健福祉課 健康医療グループ 国保担当

緯76－2151（内線229）

３
月
、
４
月
は
、
進
学
や
就
職

な
ど
で
転
出
・
転
入
が
多
く
な
る
時

期
で
す
。
住
所
を
移
さ
れ
る
方
は
、

届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

虚
偽
の
届
け
出
防
止
の
た
め
、

す
べ
て
の
届
け
出
に
つ
い
て
届
出
人

の
本
人
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
転
出
届
に
必
要
な
も
の
》

・
役
場
で
転
出
（
転
入
先
の
住
所

が
必
要
で
す
）
の
届
け
出
を
し
、

転
出
証
明
書
（
転
入
先
の
市
町

村
役
場
等
に
提
出
し
ま
す
）
を

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

・
印
鑑

・
印
鑑
登
録
証（
転
出
す
る
方
）

・
保
険
証
（
国
民
健
康
保
険
の
加

入
者
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
の
加
入
者
）

・
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
、
介

護
保
険
者
証
な
ど

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
又

は
個
人
番
号
カ
ー
ド
（
転
出
す

る
方
・
世
帯
主
の
も
の
）

《
転
入
届
に
必
要
な
も
の
》

・
転
出
証
明
書
（
転
入
前
の
住
所

地
の
市
町
村
役
場
等
で
発
行
さ

れ
た
も
の
）

・
印
鑑

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
又

は
個
人
番
号
カ
ー
ド
（
転
入
す

る
方
の
も
の
）

・
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
る

方
は
、
世
帯
主
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

通
知
カ
ー
ド
又
は
個
人
番
号

カ
ー
ド
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

《
住
基
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー
ド

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
の
異
動
》

住
基
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー

ド
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
が
異

動
す
る
場
合
は
、
カ
ー
ド
継
続
利

用
等
の
手
続
き
が
あ
り
ま
す
の
で
、

役
場
担
当
部
署
に
事
前
に
ご
連
絡

下
さ
い
。

届
け
出
先

保
健
福
祉
課
戸
籍
年
金
担
当

緯

室
２
１
５
１

76

（
内
線
２
２
２
・
２
２
３
）

◎
水
道
の
届
け
出

転
入
・
転
出
や
町
内
転
居
の
際

は
、
必
ず
水
道
の
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。
１
カ
月
以
上
家
を
留
守

に
す
る
場
合
は
、
事
前
に
給
水
停

止
手
続
き
を
し
て
お
く
と
、
留
守
の

間
は
水
道
料
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

届
け
出
先

建
設
課
上
下
水
道
担
当

緯

室
２
１
５
１（
内
線
２
５
４
）

76
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
で
は
、

３
月
を
「
滞
納
整
理
強
化
月
間
」
と

し
て
道
税
の
滞
納
整
理
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
３
月
は
、
自
動
車

税
、
個
人
事
業
税
、
不
動
産
取
得

税
な
ど
の
道
税
全
て
に
つ
い
て
滞
納

整
理
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

給
与
、
預
貯
金
、
動
産
な
ど
の
財

産
差
押
え
を
行
い
ま
す
。

ま
だ
納
税
が
お
済
み
で
な
い
方

は
、
大
至
急
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

納
税
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、
オ

ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
税
務
課
納

税
係
へ
お
願
い
し
ま
す
。
道
税
の
納

税
に
は
、
手
続
が
簡
単
で
便
利
な

口
座
振
替
が
ご
利
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
税
務

課
納
税
係（
直
通
）

緯
０
１
５
２
室

室
０
６
１
６
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ɡ子どものインターネット利用に制限を！

・子どもとインターネットの安全な利用方法や、危険

性について話し合いをしたり、家庭でのルールを作

り、被害に遭わないよう家族全体で守りましょう。

・子どもをインターネットを利用した犯罪被害から

守るために、携帯電話等には有害サイトへのアクセ

スを制限できるフィルタリングを設定しましょう。

ɡ非行防止は家庭から！

家庭は最も身近な社会です。社会のルールやマナー

を守らせ、善悪のけじめをつけさせましょう。

ɡこんな兆候は要注意！

行き先を言わずに外出したり、帰宅時間が不規則

になり、夜遊びが多くなることは非行の兆候です。

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については、各防犯協会又は警察署にお問い合わせください。

進学・進級時における少年の非行・犯罪被害防止と有害

環境の浄化『さしのべる 手のぬくもりを どの子にも』

２
月
３
日
に
町
内
で
、
軽
ト

ラ
ッ
ク
と
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
が

出
合
い
頭
に
衝
突
す
る
事
故
が

発
生
し
ま
し
た
。

町
内
に
お
い
て
の
死
亡
交
通

事
故
ゼ
ロ
日
運
動
は
４
５
６
日

（
平
成

年

月
４
日
か
ら
）
で
、

２８

１１

町
民
に
よ
る
死
亡
交
通
事
故
ゼ

ロ
日
運
動
は
５
０
７
日
（
平
成
２８

年
９
月

日
か
ら
）
で
ス
ト
ッ
プ

１４

し
ま
し
た
。

冬
は
雪
山
で
交
差
点
の
見
通

し
が
悪
く
な
っ
て
い
ま
す
。
確

実
な
停
止
と
左
右
の
確
認
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
全
席
着
用
を
意
識

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
早
め
の

ブ
レ
ー
キ
を
心
が
け
交
通
事
故

ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

今
回
の
事
故
を
重
く
受
け
止

め
、
新
た
な
目
標
を
５
０
０
日
と

設
定
し
、
交
通
事
故
防
止
を
目
的

と
し
た
交
通
安
全
運
動
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。
町
民
が
事
故

に
遭
わ
な
い
よ
う
、
皆
さ
ま
、
よ

り
一
層
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

町
内
で
死
亡
交
通
事
故
が

発
生
し
ま
し
た

住民企画課

住民環境

グループ

౷౷౷౷౷౷౷౷౷౷౷ ֖֖֖֖֖֖֖֖֖֖֖ հհհհհհհհհհհ ஠஠஠஠஠஠஠஠஠஠஠ ΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣ ννννννννννν ȜȜȜȜȜȜȜȜȜȜȜ ΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑ

転
出
・
転
入
さ
れ
る
方
は

届
け
出
が
必
要
で
す

３
月
は
道
税
の
滞
納
整
理

強
化
月
間
で
す

儲
か
る
と
誘
わ
れ
た
仮
想
通
貨

へ
の
投
資
話

産業振興課

商工観光

グループ

緯76－2151

（内線258）

知
人
か
ら
「
将
来
、
国
が
仮
想

通
貨
を
認
め
る
よ
う
に
な
る
。
今

か
ら
購
入
す
れ
ば
1
0
0
倍
～
1

0
0
0
倍
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
、

仲
間
を
増
や
せ
ば
お
金
を
も

ら
え
る
の
で
、
購
入
し
て
は

ど
う
か
」
と
勧
め
ら
れ
た
。

銀
行
定
期
の

万
円
が
増

20

え
る
な
ら
投
資
し
よ
う
か
と

悩
ん
で
い
る
。

「
値
上
が
り
す
る
、
儲
か

る
」
と
仮
想
通
貨
の
話
を
も
ち
か

け
ら
れ
、
そ
の
購
入
や
契
約
を
勧

め
る
勧
誘
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て

い
ま
す
。

仮
想
通
貨
は
、
国
が
価
値
を
保

証
し
て
い
る
「
法
定
通
貨
」
と
異

な
り
、
価
格
が
乱
高
下
す
る
な
ど

不
安
定
で
リ
ス
ク
を
伴
い
ま
す
。

仮
想
通
貨
交
換
業
者
は
、
金
融

庁
・
財
務
局
へ
の
登
録
が
必

要
で
す
。「
儲
か
る
」
と
い
う

言
葉
は
う
の
み
に
せ
ず
、
仕

組
み
や
リ
ス
ク
が
十
分
に
理

解
で
き
な
け
れ
ば
契
約
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◎
美
幌
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

緯
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

室
０
３
６
６
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月
～
金
曜
日（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前

時
～
午
後
４
時

10

A Q

国民健康保険証更新のお知らせ
（保険証に の表示がある方）学

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

企画グループ 緯76－2151

FAX76－2976

自
動
車
税
の
住
所
変
更
を

お
忘
れ
な
く

軽
自
動
車
の
抹
消
・
移
転
の

登
録
は
３
月

日
ま
で
に

３１

対 象

平成31年４月１日現在で、18歳以上33

歳未満の方（昭和61年４月２日～平成

13年４月１日までに生まれた方）

※高校在学中の方を除きます（第２回試

験から受験可能です）。

申込書受付期間

平成30年３月１日（木）～４月23日（月）

※電子申請は、４月23日（月）午後５時

30分まで

１次試験 平成30年５月20日（日）

試験会場 北見市、網走市等全道22カ所他

問い合わせ先

北見方面美幌警察署 緯72－0110

※24時間対応していますので、お気軽

にご相談ください。

平成30年度〈第1回〉
警察官採用試験募集案内



平成29年町内火災発生状況および救急出動状況

町
内
に
新
規
就
労
す
る
方
に
奨
学
金
返

還
の
支
援
を
い
た
し
ま
す
。

対
象
者

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

臼
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
大
学
、
短
期

大
学
、
専
修
学
校
専
門
課
程
、
高
等
専

門
学
校
（
第
４
学
年
及
び
第
５
学
年
）

に
進
学
し
た
方

渦
津
別
町
に
新
規
就
労
す
る
た
め
に
津
別

町
へ
転
入
し
た
方
又
は
既
に
居
住
し
て

い
て
新
規
就
労
す
る
方

嘘
津
別
町
内
の
事
業
所
を
有
す
る
事
業
主

に
、
平
成

年
４
月
１
日
以
降
に
新
に

３０

正
規
雇
用
さ
れ
、
申
請
年
度
末
ま
で
継

続
し
て
雇
用
さ
れ
る
見
込
み
の
あ
る
方

（
自
営
の
場
合
も
含
み
ま
す
）

唄
奨
学
金
の
返
還
に
滞
納
が
な
い
方

欝
町
税
等
に
滞
納
が
な
い
方

支
援
内
容

奨
学
金
の
返
還
額（
年
間

万
円
上
限
）

１２

を
最
長

年
間
支
援
い
た
し
ま
す
。

１０

申
請
受
付
期
間

平
成

年
３
月

日
（
火
）
～

３０

２０

４
月

日
（
金
）

２０

詳
し
く
は
津
別
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は

役
場
住
民
企
画
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課
企
画
グ
ル
ー
プ

緯

室
2
1
5
1

76

（
内
線
2
1
5
）

《平成29年町内火災発生状況》
火災件数８件、火災損害額1,577万3千円

町民一人ひとりが火の取扱いに注意し、火災

のない明るい町にしましょう。

《平成29年救急出動事故種別内訳》

『火災から大切な“いのち”を守るために

住宅用火災警報器を設置しましょう』

問い合わせ先 美幌・津別広域事務組合
津別消防署グループ 緯76－2189

《平成29年救急搬送人員の年齢区分及び傷病程度》

▼平成２９年度に「学生納付特例制度」

で、保険料納付を猶予されているかたで、

平成３０年度も引き続き在学予定のかた

は、４月上旬に学生納付特例制度の申請

書（はがき形式のもの）を送付します。

引き続き学校へ在学する場合は、申請

書（はがき）に必要事項を記入して返送

することにより、平成３０年度の申請が

できます（学生証の写しまたは在学証明

書の添付は不要です）。

申請書が届かなかったかたや、はじめ

て学生納付特例制度の申請をするかた、

学校を移ったかたなどは新たに申請が

必要です。年金手帳・印鑑・学生証の写

しまたは在学証明書を持参し、手続きを

してください。北見年金事務所または

役場戸籍年金担当窓口でお願いします。

▼また、承認された期間は、老齢基礎年

金を受け取るために必要な期間に算入

されますが、年金額には反映されません。

国民年金の学生納付特例制

度の申請について

詳細 自衛隊帯広地方協力本部北見地域事務所 緯0157－23－6826
募集コールセンター（受付時間：12時～20時）

フリーダイヤル 錆0120－063－792

ナビダイヤル 緯0570－045－818（携帯電話）

《平成30年度自衛官等募集》
試験期日(1次)受付期間応 募 資 格募集種目

4月14日（土）
～18日（水）
の内1日
帯広・美幌・
釧路

～

4月6日
（金）

18歳以上34歳未満一般

予備

自衛官補

18歳以上で国家免
許資格等を有する
者（資格により53
歳～55歳未満）

技能

5月12日（土）
・13日（日）
帯広・美幌・
釧路

3月1日
（木）

～

5月1日
（火）

22歳以上26歳未満
（20歳以上22歳未
満は大卒〔見込含〕、
修士課程修了者等〔見
込含〕は28歳未満）

一般

幹部

候補生

5月12日（土）
帯広

専門の大卒〔見込含〕
20歳以上30歳未満
（薬剤は20歳以上
28歳未満）

歯科

薬剤師

３月のよろず相談 緯76－2151（内線216）

日 時 ３月16日（金） 午後1時～3時

場 所 林業研修会館１階図書室 相談委員 大場建男、福井全雅

心配ごと相談 緯76－1161

心配ごと相談は、社会福祉協議会で随時受付し、相談員との日程

を調整します。気軽にお問い合わせください。

よろず相談ɕ心配ごと相談のお知らせ

ೋ༆಴୒ාڰ൲プロジͿクΠȸ˽̊̀ȹڰ൲༭࣬ ŏŰį̞
年間通して町内の青年たちが集い、話し合い、交流し、いろんな活動を展開しています

問い合わせ先

中央公民館社会教育グループ 緯76－2713

＊２月といえば節分！ 節分といえば「出張オニ」！

鬼は外！ 福は内～！ 今年も節分の日に合わせてand恒例事業「出張オニ」を行いました。町内の色々な施設に

お邪魔して子どもからお年寄りまでたくさんの方に豆と笑顔をもらい、鬼も幸せな気持ちになりました～（笑）。

今年は２月２日～３日の２日間で事業を行い、延べ18人の鬼が

津別町内に出没しました。年々数を増やす鬼達。テリトリーも徐々

に広がり、今年はスキー場やアイスキャンドル祭りにも参加！ も

しかしたら来年はあなたの前に現れるかも…??

ɚメンバーのひとりごとɚ（担当：械）

今回、旧本岐保育所にあるものそと研究所にお邪魔したのですが、

子ども達が鬼を撃退するべく用意していたのがなんと鰯（いわし）。

鰯を焼く匂いと煙で鬼が近寄らないという風習があるみたいです。

初めて知ったー!!

Facebookを

チェック
新メンバー募集中！

奨
学
金
返
還
支
援
事
業
助
成
金
制

度
に
つ
い
て

《オホーツクイメージ発信プロモーション事業》
オホーツク管内の１８市町村で

連携し、地域の魅力を国内外の

多くの方に知っていただくため、

大規模なプロモーション事業を

本年度（平成２９年度）からスター

トしました。

「オホーツク」は、世界自然遺産知床や森林セラピー基地として認定を受けたノンノ

の森をはじめ、類まれなる自然を有し、日本の食糧基地・北海道の中でも、農業産出額は

全道２位、漁業生産額全道１位と豊かな食資源を誇り、さらに木材、木製品出荷額も全

道１位と多面的な魅力を持つエリアです。

また、「クール」は、涼しい・爽やか・カッコイイなど多面的な魅力を持つオホーツクに

ぴったりの言葉です。このコンセプトを基軸として、様々な取組を実施していきますの

で、ご協力とご支援をお願い致します。

問い合わせ先 住民企画課 企画グループ 緯76－2151（内線２１５）

【オホーツクールのロゴタイプ

について】

「オホーツクール」ロゴタイ

プを使用することが出来ます。

使用許可が必要となります

ので、詳細な使用基準やマ

ニュアルについては、担当ま

でご連絡をお願いします。

年金ミニ知識
問い合わせ 戸籍・年金担当
緯76－2151 内線222、223


